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IGMP および IGMP スヌーピングの前提条件

IGMP のの前提条件
•このモジュールの作業を実行する前に、『IPMulticast Routing TechnologyOverview』モジュー
ルで説明している概念をよく理解しておく必要があります。

•このモジュールの作業では、IPマルチキャストがイネーブルに設定され、「Configuring
Multicast Routing」モジュールで説明されている作業を使用して、Protocol IndependentMulticast
（PIM）インターフェイスが設定されていることを前提とします。

IGMP スヌーピングの前提条件
IGMPスヌーピングクエリアを設定するときには、次の注意事項を順守します。

• VLANをグローバルコンフィギュレーションモードに設定してください。
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• IPアドレスおよびVLANインターフェイスを設定してください。IGMPスヌーピングクエリ
アは、イネーブルの場合この IPアドレスをクエリーの送信元アドレスとして使用します。

• VLANインターフェイス上で IPアドレスが設定されていない場合、IGMPスヌーピングクエ
リアは IGMPクエリア用に設定されたグローバル IPアドレスを使用しようとします。グロー
バル IPアドレスが指定されていない場合、IGMPクエリアは VLANデバイス仮想インター
フェイス（SVI）IPアドレス（存在する場合）の使用を試みます。SVI IPアドレスが存在し
ない場合、デバイスはデバイス上で設定された利用可能な最初の IPアドレスを使用します。
利用可能な最初の IPアドレスは、show ip interface特権 EXECコマンドの出力に表示されま
す。IGMPスヌーピングクエリアはデバイス上で利用可能な IPアドレスを検出できない場
合、IGMP一般クエリーを生成しません。

• IGMPスヌーピングクエリアは IGMPバージョン 1および 2をサポートします。

•管理上イネーブルである場合、IGMPスヌーピングクエリアはネットワークにマルチキャス
トルータの存在を検出すると、非クエリアステートになります。

•管理上イネーブルである場合、IGMPスヌーピングクエリアは操作上、次の状況でディセー
ブルステートになります。

◦ IGMPスヌーピングが VLANでディセーブルの場合

◦ PIMが、VLANに対応する SVIでイネーブルの場合

IGMP および IGMP スヌーピングの制約事項

IGMP 設定の制約事項
次に、IGMPを設定する際の制約事項を示します。

•デバイスは、IGMPバージョン 1、2、および 3をサポートします。

IGMPバージョン 3の場合、IGMPバージョン 3 BISS（基本的な IGMPv3ス
ヌーピングサポート）のみがサポートされます。

（注）

• IGMPバージョン 3では新しいメンバーシップレポートメッセージを使用しますが、これら
は以前の IGMPスヌーピングデバイスが正しく認識しない可能性があります。

• IGMPv3は、ISMおよび SSMと同時に動作可能です。ISMでは、excludeと includeの両方の
モードのレポートを適用できます。SSMでは、ラストホップルータは includeモードのレポー
トだけを受け入れます。excludeモードのレポートは無視されます。

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュ
レーションガイド

2

IGMP の設定
IGMP および IGMP スヌーピングの制約事項



IGMP スヌーピングの制約事項
次に、IGMPスヌーピングの制約事項を示します。

• IGMPフィルタリングまたはマルチキャストVLANレジストレーション（MVR）が実行され
ているデバイスは、IGMPv3 Joinおよび Leaveメッセージをサポートしません。

• IGMPレポート抑制は、マルチキャストクエリーに IGMPv1レポートと IGMPv2レポートが
ある場合にだけサポートされます。この機能は、クエリーに IGMPv3レポートが含まれてい
る場合はサポートされません。

• IGMPの脱退時間の設定は、IGMPバージョン 2が稼働しているホストでのみサポートされ
ます。IGMPバージョン 2はデバイスのデフォルトバージョンです。

ネットワークで実際の脱退にかかる待ち時間は、通常、設定した脱退時間どおりになりま

す。ただし、脱退時間は、リアルタイムのCPUの負荷の状態、およびネットワークの遅延状
態、インターフェイスから送信されたトラフィック量によって、設定された時間を前後する

ことがあります。

• IGMPスロットリングアクションの制約事項は、レイヤ 2ポートにだけ適用されます。ip
igmp max-groups action replaceインターフェイスコンフィギュレーションコマンドは論理
EtherChannelインターフェイスで使用できますが、EtherChannelポートグループに属するポー
トでは使用できません。

グループの最大数に関する制限がデフォルト（制限なし）に設定されている場合、ip igmp
max-groups action {deny | replace}コマンドを入力しても効果はありません。

インターフェイスによりマルチキャストエントリが転送テーブルに追加されてから、スロッ

トリングアクションを設定し、グループの最大数の制限を設定すると、転送テーブルのエン

トリは、スロットリングアクションに応じて期限切れになるか削除されます。

IGMP に関する情報

Internet Group Management Protocol の役割
IGMPは、マルチキャストグループの個々のホストを特定のLANにダイナミックに登録するため
に使用します。インターフェイスでPIMをイネーブルにすると、IGMPもイネーブルになります。
IGMPは、特別なマルチキャストクエリアおよびホストを使用して、ネットワーク全体でマルチ
キャストトラフィックのフローを自動的に制御および制限する手段を提供します。

•クエリアは、クエリーメッセージを送信して、特定のマルチキャストグループのメンバで
あるネットワークデバイスを検出するネットワークデバイス（ルータなど）です。

•ホストは、クエリアにホストメンバーシップを通知するためのレポートメッセージ（クエ
リーメッセージに応答するメッセージ）を送信するレシーバで、ルータも含まれます。ホス
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トでは、IGMPメッセージを使用して、マルチキャストグループに加入し、マルチキャスト
グループを脱退します。

ホストは、そのローカルマルチキャストデバイスに IGMPメッセージを送信することで、グルー
プメンバーシップを識別します。IGMPでは、デバイスは IGMPメッセージを受信し、定期的に
クエリーを送信して、特定のサブネットでアクティブなグループと非アクティブなグループを検

出します。

IGMP マルチキャストアドレス
IPマルチキャストトラフィックには、グループアドレス（クラス D IPアドレス）が使用されま
す。クラス Dアドレスの上位 4ビットは 1110です。したがって、ホストグループアドレスの範
囲は 224.0.0.0～ 239.255.255.255であると考えられます。

224.0.0.0～ 224.0.0.255のマルチキャストアドレスは、ルーティングプロトコルおよびその他の
ネットワーク制御トラフィックが使用するために予約されています。アドレス 224.0.0.0は、どの
グループにも割り当てられません。

IGMPパケットは IPマルチキャストグループアドレスを使用して次のように送信されます。

• IGMP汎用クエリーは、アドレス 224.0.0.1（サブネット上のすべてのシステム）を宛先とし
ます。

• IGMPグループ固有のクエリーは、クエリー対象デバイスのグループ IPアドレスを宛先とし
ます。

• IGMPグループメンバーシップレポートは、レポート対象デバイスのグループ IPアドレス
を宛先とします。

• IGMPv2グループ脱退メッセージは、アドレス224.0.0.2（サブネット上のすべてのデバイス）
を宛先とします。

• IGMPv3メンバーシップレポートはアドレス 224.0.0.22を宛先とします。すべての IGMPv3
対応マルチキャストデバイスはこのアドレスをリッスンする必要があります。

IGMP のバージョン
デバイスは、IGMPバージョン 1、IGMPバージョン 2、および IGMPバージョン 3をサポートし
ています。これらのバージョンは、デバイス上で相互運用できます。たとえば、IGMPスヌーピ
ングがイネーブルになっており、クエリーのバージョンが IGMPv2で、デバイスがホストから
IGMPv3レポートを受信している場合、デバイスは IGMPv3レポートをマルチキャストルータに
転送できます。

IGMPv3デバイスは、Source Specific Multicast（SSM）機能を実行しているデバイスとメッセージ
の送受信を行うことができます。
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IGMP バージョン 1
IGMPバージョン 1（IGMPv1）にはクエリー応答モデルが使用されているため、マルチキャスト
ルータおよびマルチレイヤデバイスは、ローカルサブネット上のどのマルチキャストグループ

がアクティブであるか（マルチキャストグループに関係するホストが 1台または複数存在する
か）を判別できます。IGMPv1では別のプロセスを使用して、ホストをマルチキャストグループ
に加入および脱退させることができます。詳細については、RFC 1112を参照してください。

IGMP バージョン 2
IGMPバージョン 2は IGMP機能の拡張版です。IGMP脱退処理などの機能を提供して、脱退遅延
を短縮し、グループ固有のクエリー数を削減し、明示的な最大クエリー応答時間を短縮します。

また、この作業を実行するために、マルチキャストプロトコルに依存することなく IGMPクエリ
アを選択する機能もルータに追加されます。詳細については、RFC 2236を参照してください。

IGMPバージョン 2はデバイスのデフォルトバージョンです。（注）

IGMP バージョン 3
デバイスは IGMPバージョン 3をサポートしています。

IGMPv3デバイスは、Basic IGMPv3 Snooping Support（BISS）をサポートしています。BISSは、
IGMPv1および IGMPv2スイッチでのスヌーピング機能と、IGMPv3メンバーシップレポートメッ
セージをサポートしています。ネットワークに IGMPv3ホストがある場合、BISSによりマルチ
キャストトラフィックのフラッディングは抑制されます。トラフィックは、IGMPv2またはIGMPv1
ホストの IGMPスヌーピング機能の場合とほぼ同じポートセットに抑制されます。

IGMPv3デバイスは、Source Specific Multicast（SSM）機能を実行しているデバイスとメッセージ
の送受信を行うことができます。

IGMPv3 ホストシグナリング
IGMPv3は、ホストがマルチキャストグループのラストホップデバイスにメンバーシップを伝え
る IETF標準トラックプロトコルの第 3バージョンです。IGMPv3は、グループメンバーシップ
を伝える能力をホストに与えます。これによってソースに関するフィルタリングが可能になりま

す。ホストは、特定のソースを除いて、グループに送信するすべてのソースからトラフィックを

受信したい（EXCLUDEと呼ばれるモード）、またはグループに送信する特定のソースからのみ
トラフィックを受信したい（INCLUDEと呼ばれるモード）と伝えることができます。

IGMPv3は、ISMおよび SSMと同時に動作可能です。ISMでは、EXCLUDEモードと INCLUDE
モードの両方のレポートがラストホップルータによって受け入れられます。SSMでは、INCLUDE
モードレポートのみがラストホップルータによって受け入れられます。
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IGMP のバージョンの違い
Internet Engineering Task Force（IETF）の Request for Comments（RFC）ドキュメントで定義されて
いるように、IGMPには 3種類のバージョンがあります。IGMPv2は IGMPv1の強化版で、ホスト
がマルチキャストグループからの脱退を通知する機能が追加されていいます。IGMPv3は IGMPv2
の強化版で、あるソース IPアドレスのセットから送信されたマルチキャストだけをリッスンする
機能が追加されています。

表 1：IGMP のバージョン

説明IGMP Version

どのマルチキャストグループがアクティブであるかをマルチ

キャストデバイスが判断できる基本的なクエリー応答メカニ

ズムと、ホストがマルチキャストグループに加入および脱退

できるようにするためのその他のプロセスを提供します。RFC
1112で、IPマルチキャスト用の IGMPv1ホスト拡張が定義さ
れています。

IGMPv1

IGMPの拡張で、IGMPの脱退処理、グループ固有のクエリー
および明示的な最大応答時間フィールドなどの機能が可能に

なっています。また、IGMPv2ではこの作業を実行するため
に、マルチキャストプロトコルに依存することなく IGMPク
エリアを選択する機能もデバイスに追加されます。IGMPv2は
RFC 2236で定義されています。

IGMPv2

デフォルトでは、インターフェイスで PIMをイネーブルにすると、そのデバイスで IGMPv2
がイネーブルになります。IGMPv2は、可能な限り IGMPv1と下位互換性を保つよう設計され
ました。この下位互換性を実現するために、RFC 2236は特別な相互運用性ルールを定義して
います。ネットワークにレガシー IGMPv1ホストが含まれている場合は、これらの運用性ルー
ルをよく知っておく必要があります。IGMPv1と IGMPv2の相互運用性の詳細については、RFC
2236『Internet Group Management Protocol, Version 2』を参照してください。

（注）

IGMPv1 を実行するデバイス

IGMPv1デバイスは、「全ホスト」へのマルチキャストアドレスである 224.0.0.1に IGMPクエ
リーを送信して、アクティブマルチキャストレシーバが存在するマルチキャストグループを求

めます。マルチキャストレシーバも、デバイスに IGMPレポートを送信して、特定のマルチキャ
ストストリームの受信を待機していることを通知できます。ホストは非同期に、またはデバイス

によって送信される IGMPクエリーに対応して、レポートを送信できます。同じマルチキャスト
グループに複数のマルチキャストレシーバが存在する場合、これらのホストの1つのみで、IGMP
レポートメッセージが送信されます。他のホストでは、レポートメッセージが抑制されます。
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IGMPv1では、IGMPクエリア選択はありません。セグメント内に複数のデバイスがある場合、す
べてのデバイスが定期的に IGMPクエリーを送信します。IGMPv1には、ホストがグループから
脱退できる特別なメカニズムはありません。ホストで、特定のグループに対するマルチキャスト

パケットを受信する必要がなくなった場合は、デバイスから送信される IGMPクエリーパケット
に対する応答を行わないだけです。デバイスはクエリーパケットを送信し続けます。デバイスが

3回 IGMPクエリーの応答を受信しないと、グループはタイムアウトし、デバイスはグループの
セグメントへのマルチキャストパケットの送信を停止します。ホストがタイムアウト期間後にマ

ルチキャストパケットを受信する場合、そのホストは新しい IGMP joinをデバイスに送信するだ
けです。これにより、デバイスはマルチキャストパケットの転送を再開します。

LAN上に複数のデバイスが存在する場合は、指定ルータ（DR）を選択して、接続されているホス
トに対するマルチキャストトラフィックの重複を回避する必要があります。PIMデバイスは DR
を選択する選定プロセスに従います。最も大きい IPアドレスを持つ PIMデバイスがDRになりま
す。

DRは、次のタスクを担当します。

• PIM登録メッセージ、PIM加入メッセージ、および PIMプルーニングメッセージをランデ
ブーポイント（RP）に送信し、ホストグループメンバーシップに関する情報を通知する。

• IGMPホストクエリーメッセージを送信する。

• IGMPオーバーヘッドをホストおよびネットワークでできるだけ低く維持するために、ホス
トクエリーメッセージをデフォルトで 60秒ごとに送信する。

IGMPv2 を実行するデバイス

IGMPv2では、IGMPv1のクエリーメッセージング機能が改善されました。

IGMPv2のクエリーおよびメンバーシップレポートメッセージは、次の2つの例外を除き、IGMPv1
メッセージと同じです。

• IGMPv2クエリーメッセージは、一般クエリー（IGMPv1クエリーと同じ）とグループ固有
クエリーの 2つのカテゴリに分かれる。

• IGMPv1メンバーシップレポートと IGMPv2メンバーシップレポートの IGMPタイプコー
ドが異なる。

IGMPv2では、次の機能に対するサポートを追加することにより、IGMPの機能の強化も行われま
した。

•クエリア選択プロセス：IGMPv2デバイスが、プロセスを実行するマルチキャストルーティ
ングプロトコルに依存せずに、IGMPクエリアを選択できる機能を提供します。

• [MaximumResponse Time]フィールド：IGMPクエリアを使用して最大クエリー応答時間を指
定できる、クエリーメッセージの新しいフィールド。このフィールドで、応答のバースト性

を制御し、脱退遅延を調整するクエリー応答プロセスの調整ができます。

•グループ固有クエリーメッセージ：すべてのグループではなく特定の 1つのグループでクエ
リー操作を実行する目的で、IGMPクエリアを使用することができます。
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•グループ脱退メッセージ：グループから脱退することをネットワーク上のデバイスに通知す
る手段をホストに提供します。

DRと IGMPクエリアが通常同じデバイスである IGMPv1とは異なり、IGMPv2では 2つの機能は
分離されます。DRと IGMPクエリアは異なる基準で選択され、同じサブネット上の異なるデバイ
スである場合があります。DRはサブネットで IPアドレスが最大のデバイスで、IGMPクエリア
は最小の IPアドレスを持つデバイスです。

次のように、クエリーメッセージは IGMPクエリアの選択に使用されます。

1 各 IGMPv2デバイスは起動時に、そのインターフェイスアドレスを一般クエリーメッセージ
のソース IPアドレスフィールドに使用して、当該メッセージを全システムのグループアドレ
ス 224.0.0.1にマルチキャスト送信します。

2 IGMPv2デバイスが一般クエリーメッセージを受信すると、デバイスは自分のインターフェイ
スアドレスとメッセージのソース IPアドレスを比較します。サブネット上の最下位 IPアドレ
スが使用されているデバイスにより、IGMPクエリアが選択されます。

3 すべてのデバイス（クエリアは除く）でクエリータイマーが開始されます。IGMPクエリアか
ら一般クエリーメッセージを受信するたびに、タイマーはリセットされます。クエリータイ

マーが切れると、IGMPクエリアがダウンしたと見なされ、新しい IGMPクエリアを選択する
ために選択プロセスが再度実行されます。

デフォルトでは、タイマーはクエリーインターバルの 2倍です。

IGMP の加入および脱退処理

IGMP の加入処理
ホストがマルチキャストグループに加入するとき、ホストは、加入するマルチキャストグループ

に 1つ以上の送信要求されていないメンバーシップレポートを送信します。IGMP加入処理は、
IGMPv1ホストと IGMPv2ホストで同じです。

IGMPv3では、ホストの加入処理は次のように処理されます。

•ホストがグループに加入する場合は、空のEXCLUDEリストを使用して、224.0.0.22に IGMPv3
メンバーシップレポートを送信します。

•ホストが特定のチャネルに加入する場合は、特定のソースアドレスを含む INCLUDEリスト
を使用して、224.0.0.22に IGMPv3メンバーシップレポートを送信します。

•ホストが特定のソースを除くグループに加入する場合は、これらのソースをEXCLUDEリス
トで除外して、224.0.0.22に IGMPv3メンバーシップレポートを送信します。
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LAN上にある一部の IGMPv3ホストでソースが除外され、その他のホストで同じソースが含
まれている場合、デバイスは LAN上でそのソースのトラフィックを送信します（つまり、こ
の場合、包含が除外より優先されます）。

（注）

IGMP の脱退処理
ホストがグループから脱退するために使用する方法は、動作中の IGMPのバージョンによって異
なります。

IGMPv1 の脱退処理

IGMPv1には、ホストがあるグループからのマルチキャストトラフィックを受信しないことをそ
のサブネットのデバイスに通知するグループ脱退メッセージはありません。ホストでは、マルチ

キャストグループに対するトラフィックの処理が停止するだけで、そのグループに対する IGMP
メンバーシップレポートを使用した IGMPクエリーへの応答が終了します。その結果、IGMPv1
デバイスがサブネットの特定のマルチキャストグループにアクティブなレシーバがなくなったこ

とを認識する唯一の方法は、デバイスがメンバーシップレポートを受信しなくなったときになり

ます。このプロセスを容易にするために、IGMPv1デバイスは、サブネットの IGMPグループと
カウントダウンタイマーを関連付けます。サブネットのグループがメンバーシップレポートを

受信すると、タイマーがリセットされます。IGMPv1デバイスでは、このタイムアウト間隔は通
常クエリー間隔の 3倍（3分）です。このタイムアウト間隔は、すべてのホストがマルチキャス
トグループから脱退した後最大 3分間、デバイスがサブネットにマルチキャストトラフィックを
転送し続ける可能性があることを意味します。

IGMPv2 の脱退処理

IGMPv2には、特定のグループのマルチキャストトラフィックの受信を停止することをホストが
提示する手段を提供するグループ脱退メッセージが組み込まれています。IGMPv2ホストがマル
チキャストグループから脱退するとき、そのホストがそのグループのメンバーシップレポートで

クエリーに応答する最後のホストである場合、デバイス全体のマルチキャストグループ（224.0.0.2）
にグループ脱退メッセージを送信します。

IGMPv3 の脱退処理

IGMPv3は、IGMPv3メンバーシップレポートにソース、グループ、またはチャネルを含めるか
除外することによって、ホストが特定のグループ、ソース、またはチャネルからのトラフィック

の受信を停止できる機能を導入することで、脱退処理を拡張しています。

IGMP スヌーピング
レイヤ2デバイスは IGMPスヌーピングを使用して、レイヤ2インターフェイスを動的に設定し、
マルチキャストトラフィックが IPマルチキャストデバイスと対応付けられたインターフェイス
にのみ転送されるようにすることによって、マルチキャストトラフィックのフラッディングを制
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限できます。名称が示すとおり、IGMPスヌーピングの場合は、LANデバイスでホストとルータ
間の IGMP伝送をスヌーピングし、マルチキャストグループとメンバポートを追跡する必要があ
ります。特定のマルチキャストグループについて、デバイスがホストから IGMPレポートを受信
すると、そのデバイスはホストのポート番号を転送テーブルエントリに追加します。ホストから

IGMP Leave Groupメッセージを受信した場合は、テーブルエントリからホストポートを削除し
ます。マルチキャストクライアントから IGMPメンバーシップレポートを受信しなかった場合に
も、スイッチはエントリを定期的に削除します。

IPマルチキャストおよび IGMPの詳細については、RFC 1112および RFC 2236を参照してくだ
さい。

（注）

マルチキャストルータは、すべてのVLANに一般的なクエリーを定期的に送信します。このマル
チキャストトラフィックに関心のあるホストはすべて Join要求を送信し、転送テーブルのエント
リに追加されます。デバイスは、IGMPJoin要求の送信元となる各グループの IGMPスヌーピング
IPマルチキャスト転送テーブルで、VLANごとに 1つずつエントリを作成します。

デバイスは、MACアドレスに基づくグループではなく、IPマルチキャストグループに基づくブ
リッジングをサポートしています。マルチキャストMACアドレスに基づくグループの場合、設
定されている IPアドレスを設定済みのMACアドレス（エイリアス）または予約済みのマルチキャ
ストMACアドレス（224.0.0.xxxの範囲内）に変換すると、コマンドがエラーになります。デバ
イスでは IPマルチキャストグループを使用するので、アドレスエイリアスの問題は発生しませ
ん。

IGMPスヌーピングによって、IPマルチキャストグループは動的に学習されます。ただし、ip
igmp snooping vlan vlan-id static ip_addressinterface interface-idグローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用すると、マルチキャストグループを静的に設定できます。グループメンバー

シップをマルチキャストグループアドレスに静的に指定すると、その設定値は IGMPスヌーピン
グによる自動操作より優先されます。マルチキャストグループメンバーシップのリストは、ユー

ザが定義した設定値および IGMPスヌーピングによって学習された設定値の両方で構成できます。

マルチキャストトラフィックはルーティングする必要がないのでマルチキャストインターフェイ

スを使用せずに、サブネットの IGMPスヌーピングをサポートするよう IGMPスヌーピングクエ
リーを設定できます。

ポートスパニングツリー、ポートグループ、または VLAN IDが変更された場合、VLAN上のこ
のポートから IGMPスヌーピングで学習されたマルチキャストグループは削除されます。

ここでは、IGMPスヌーピングの特性について説明します。

マルチキャストグループへの加入

デバイスに接続したホストが IPマルチキャストグループに加入し、なおかつそのホストが IGMP
バージョン 2クライアントの場合、ホストは加入する IPマルチキャストグループを指定した非送
信請求 IGMP Joinメッセージを送信します。別の方法として、ルータから一般クエリーを受信し
たデバイスは、そのクエリーを VLAN内のすべてのポートに転送します。IGMPバージョン 1ま
たはバージョン 2のホストがマルチキャストグループに加入する場合、ホストはデバイスに Join
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メッセージを送信することによって応答します。デバイスのCPUは、そのグループのマルチキャ
スト転送テーブルエントリがまだ存在していないのであれば、エントリを作成します。CPUはさ
らに、Joinメッセージを受信したインターフェイスを転送テーブルエントリに追加します。その
インターフェイスと対応付けられたホストが、そのマルチキャストグループ用のマルチキャスト

トラフィックを受信します。

図 1：最初の IGMP Join メッセージ

ルータAがデバイスに一般クエリーを送信し、スイッチがそのクエリーを同じVLANのすべての
メンバであるポート 2～ 5に転送します。ホスト 1はマルチキャストグループ 224.1.2.3に加入す
るために、グループに IGMPメンバーシップレポート（IGMP Joinメッセージ）をマルチキャス
トします。デバイスのCPUは IGMPレポートの情報を使用して、転送テーブルのエントリを設定
します。転送テーブルにはホスト 1およびルータに接続しているポート番号が含まれます。

表 2：IGMP スヌーピング転送テーブル

ポートパケットのタイプDestination Address

1、2IGMP224.1.2.3

デバイスのハードウェアは、IGMP情報パケットをマルチキャストグループの他のパケットと区
別できます。テーブルの情報は、224.1.2.3マルチキャスト IPアドレス宛ての、IGMPパケットで
はないフレームを、ルータおよびグループに加入したホストに対して送信するように、スイッチ

ングエンジンに指示します。

別のホスト（たとえば、ホスト4）が、同じグループ用に非送信請求 IGMPJoinメッセージを送信
する場合、CPUがそのメッセージを受け取り、ホスト 4のポート番号を転送テーブルに追加しま
す。転送テーブルはCPU宛てだけに IGMPメッセージを送るので、メッセージはデバイスの他の
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ポートへフラッディングされません。認識されているマルチキャストトラフィックは、CPU宛て
ではなくグループ宛てに転送されます。

図 2：2 番目のホストのマルチキャストグループへの加入

表 3：更新された IGMP スヌーピング転送テーブル

ポートパケットのタイプDestination Address

1, 2, 5IGMP224.1.2.3

マルチキャストグループからの脱退

ルータは定期的にマルチキャスト一般クエリーを送信し、デバイスはそれらのクエリーを VLAN
内のすべてのポート経由で転送します。関心のあるホストがクエリーに応答します。VLAN内の
少なくとも 1つのホストがマルチキャストトラフィックを受信するようなら、ルータは、その
VLANへのマルチキャストトラフィックの転送を続行します。デバイスは、その IGMPスヌーピ
ングによって維持された IPマルチキャストグループの転送テーブルで指定されたホストに対して
だけ、マルチキャストグループトラフィックを転送します。

ホストがマルチキャストグループから脱退する場合、何も通知せずに脱退することも、Leaveメッ
セージを送信することもできます。ホストから Leaveメッセージを受信したデバイスは、グルー
プ固有のクエリーを送信して、そのインターフェイスに接続された他のデバイスが所定のマルチ

キャストグループのトラフィックに関与しているかどうかを学習します。デバイスはさらに、転

送テーブルでそのMACグループの情報を更新し、そのグループのマルチキャストトラフィック
の受信に関心のあるホストだけが、転送テーブルに指定されるようにします。ルータがVLANか
らレポートを受信しなかった場合、その VLAN用のグループは IGMPキャッシュから削除されま
す。
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即時脱退

デバイスは IGMPスヌーピングの即時脱退を使用して、先にデバイスからインターフェイスにグ
ループ固有のクエリーを送信しなくても、Leaveメッセージを送信するインターフェイスを転送
テーブルから削除できるようにします。VLANインターフェイスは、最初の Leaveメッセージで
指定されたマルチキャストグループのマルチキャストツリーからプルーニングされます。即時脱

退によって、複数のマルチキャストグループが同時に使用されている場合でも、スイッチドネッ

トワークのすべてのホストに最適な帯域幅管理が保証されます。

即時脱退機能をサポートするのは、IGMPバージョン 2が稼働しているホストだけです。IGMP
バージョン 2はデバイスのデフォルトバージョンです。

即時脱退機能を使用するのは、各ポートに接続されているホストが 1つだけの VLANに限定
してください。ポートに複数のホストが接続されている VLAN上で即時脱退をイネーブルに
すると、一部のホストが誤ってドロップされる可能性があります。

（注）

IGMP 設定可能脱退タイマー
特定のマルチキャストグループへの参加がまだ必要かどうかを確認するために、グループ固有の

クエリーを送信した後のデバイスの待機時間を設定できます。IGMP脱退応答時間は、100～32767
ミリ秒の間で設定できます。

IGMP レポート抑制

IGMPレポート抑制は、マルチキャストクエリーに IGMPv1レポートと IGMPv2レポートがあ
る場合にだけサポートされます。この機能は、クエリーに IGMPv3レポートが含まれている場
合はサポートされません。

（注）

デバイスは IGMPレポート抑制を使用して、1つのマルチキャストルータクエリごとに 1つの
IGMPレポートのみをマルチキャストデバイスに転送します。IGMPレポート抑制がイネーブル
（デフォルト）である場合、デバイスは最初の IGMPレポートをグループのすべてのホストから
すべてのマルチキャストルータに送信します。デバイスは、グループの残りの IGMPレポートを
マルチキャストルータに送信しません。この機能により、マルチキャストデバイスにレポートが

重複して送信されることを防ぎます。

マルチキャストルータクエリに IGMPv1および IGMPv2レポートに対する要求だけが含まれてい
る場合、デバイスは最初の IGMPv1レポートまたは IGMPv2レポートだけを、グループのすべて
のホストからすべてのマルチキャストルータに送信します。

マルチキャストルータクエリに IGMPv3レポートに対する要求も含まれる場合、デバイスはグ
ループのすべての IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3レポートをマルチキャストデバイスに転送
します。
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IGMPレポート抑制をディセーブルにすると、すべての IGMPレポートはマルチキャストルータ
に転送されます。

IGMP フィルタリングおよびスロットリング
都市部や集合住宅（MDU）などの環境では、デバイスポート上のユーザが属する一連のマルチ
キャストグループを制御する必要があります。この機能を使用することにより、IP/TVなどのマ
ルチキャストサービスの配信を、特定タイプの契約またはサービス計画に基づいて制御できま

す。また、マルチキャストグループの数を、デバイスポート上でユーザが所属できる数に制限す

ることもできます。

IGMPフィルタリング機能を使用すると、IPマルチキャストプロファイルを設定し、それらを各
デバイスポートに関連付けて、ポート単位でマルチキャスト加入をフィルタリングできます。

IGMPプロファイルにはマルチキャストグループを 1つまたは複数格納して、グループへのアク
セスを許可するか拒否するかを指定できます。マルチキャストグループへのアクセスを拒否する

IGMPプロファイルがデバイスポートに適用されると、IPマルチキャストトラフィックのスト
リームを要求する IGMP Joinレポートが廃棄され、ポートはそのグループからの IPマルチキャス
トトラフィックを受信できなくなります。マルチキャストグループへのアクセスがフィルタリン

グアクションで許可されている場合は、ポートからの IGMPレポートが転送されて、通常の処理
が行われます。レイヤ2インターフェイスが加入できる IGMPグループの最大数も設定できます。

IGMPフィルタリングで制御されるのは、グループ固有のクエリーおよびメンバーシップレポー
ト（Joinおよび Leaveレポートを含む）だけです。一般 IGMPクエリーは制御されません。IGMP
フィルタリングは、IPマルチキャストトラフィックの転送を指示する機能とは無関係です。フィ
ルタリング機能は、マルチキャストトラフィックの転送に CGMPが使用されているか、または
MVRが使用されているかに関係なく、同じように動作します。

IGMPフィルタリングが適用されるのは、IPマルチキャストグループアドレスを動的に学習する
場合だけです。静的な設定には適用されません。

IGMPスロットリング機能を使用すると、レイヤ 2インターフェイスが加入できる IGMPグルー
プの最大数を設定できます。IGMPグループの最大数が設定され、IGMPスヌーピング転送テーブ
ルに最大数のエントリが登録されていて、インターフェイスで IGMP Joinレポートを受信する場
合、インターフェイスを設定することにより、IGMPレポートを廃棄するか、あるいは受信した
IGMPレポートでランダムに選択されたマルチキャストエントリを上書きします。

IGMPフィルタリングが実行されているデバイスは、IGMPv3 Joinおよび Leaveメッセージを
サポートしていません。

（注）

IGMP のデフォルト設定
次の表に、デバイスの IGMPのデフォルト設定を示します。
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表 4：IGMP のデフォルト設定

デフォルト設定機能

グループメンバーシップは未定義マルチキャストグループのメンバとしてのマルチレ

イヤデバイス

インターフェイスのすべてのグループを許

可

マルチキャストグループへのアクセス

すべてのインターフェイスでバージョン 2IGMPのバージョン

すべてのインターフェイスで 60秒IGMPホストクエリーメッセージインターバル

すべてのインターフェイスで 60秒IGMPクエリータイムアウト

すべてのインターフェイスで 10秒IGMP最大クエリー応答時間

ディセーブル静的に接続されたメンバとしてのマルチレイヤデバ

イス

IGMP スヌーピングのデフォルト設定
次の表に、デバイスの IGMPスヌーピングのデフォルト設定を示します。

表 5：IGMP スヌーピングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

グローバルおよび VLAN単位でイネーブルIGMPスヌーピング

未設定マルチキャストルータ

ディセーブルIGMPスヌーピング即時脱退

未設定スタティックグループ

2TCN1フラッドクエリカウント

ディセーブルTCNクエリー送信要求

ディセーブルIGMPスヌーピングクエリア

イネーブルIGMPレポート抑制
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1 (1) TCN =トポロジ変更通知

IGMP フィルタリングおよび IGMP スロットリングのデフォルト設定
次の表に、デバイスの IGMPフィルタリングおよびスロットリングのデフォルト設定を示します。

表 6：IGMP フィルタリングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

適用なしIGMPフィルタ

最大数の設定なし

転送テーブルに登録されているグループが

最大数に達していると、デフォルトの IGMP
スロットリングアクションは IGMPレポー
トを拒否します。

（注）

IGMPグループの最大数

未定義IGMPプロファイル

範囲で示されたアドレスを拒否IGMPプロファイルアクション

IGMP の設定方法

グループのメンバとしてのデバイスの設定

デバイスをマルチキャストグループのメンバとして設定し、マルチキャストがネットワークに到

達可能かどうかを検出できます。管理しているすべてのマルチキャスト対応ルータおよびマルチ

レイヤデバイスがマルチキャストグループのメンバである場合、グループにpingを送信すると、
これらのすべてのデバイスが応答します。デバイスは、所属グループにアドレス指定された ICMP
エコー要求パケットに応答します。もう 1つの例は、ソフトウェア付属のマルチキャストトレー
スルートツールです。

この手順を実行すると、グループアドレス用のデータトラフィックがすべてCPUに送られる
ため、CPUのパフォーマンスが低下する場合があります。

注意

この手順は任意です。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワードを
入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

マルチキャストルーティングをイネーブルにするレイヤ

3インターフェイスを指定し、インターフェイスコン
フィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

次のいずれかのインターフェイスを指定する必要があり

ます。gigabitethernet 1/0/1

•ルーテッドポート：レイヤ 3ポートとして no
switchportインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して設定された物理ポートです。

また、インターフェイスの IP PIMスパース -デン
スモードをイネーブルにして、静的に接続された

メンバーとしてインターフェイスを IGMPスタ
ティックグループに加入させる必要があります。

• SVI：interface vlan vlan-idグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して作成された VLAN
インターフェイスです。

また、VLAN上で IP PIMスパース -デンスモード
をイネーブルにして、静的に接続されたメンバーと

して VLANを IGMPスタティックグループに加入
させ、VLAN、IGMPスタティックグループ、およ
び物理インターフェイスで IGMPスヌーピングをイ
ネーブルにする必要があります。

これらのインターフェイスには、IPアドレスを割り当て
る必要があります。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

デバイスをマルチキャストグループに参加するように設

定します。

ip igmp join-group
group-address

例：

Device(config-if)# ip

ステップ 4   

デフォルトで、グループのメンバーシップは定義されて

いません。

group-addressには、マルチキャスト IPアドレスをドッ
ト付き 10進表記で指定します。

igmp
join-group 225.2.2.2

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show ip igmp interface
[interface-id]

ステップ 6   

例：

Device# show ip igmp
interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存

します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   

running-config
startup-config

IP マルチキャストグループへのアクセスの制御
デバイスは IGMPホストクエリメッセージを送信し、接続されたローカルネットワーク上のメ
ンバーが属しているマルチキャストグループを判別します。次に、デバイスは、マルチキャスト

グループにアドレス指定されたすべてのパケットをこれらのグループメンバーに転送します。イ

ンターフェイスごとにフィルタを適用し、インターフェイスで処理されるサブネット上のホスト

が加入可能なマルチキャストグループを制限できます。

インターフェイスで参加数を制限するには、IGMPプロファイルと関連付けるフィルタ用のポー
トを設定します。

この手順は任意です。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

1～ 4294967295の範囲で、IGMPフィルタプロ
ファイル番号を入力します。

ip igmp profile

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 3   

IGMPフィルタプロファイルの設定の詳細につい
ては、IGMPプロファイルの設定, （30ページ）
を参照してください。

profile 10
Device(config-igmp-profile)#
?

IGMPプロファイル設定操作を開始します。次の
IGMPプロファイル設定操作がサポートされてい
ます。

permit

例：

Device(config-igmp-profile)#

ステップ 4   

• deny：一致する IPアドレスが拒否されま
す。permit 229.9.9.0

• exit：IGMPプロファイルコンフィギュレー
ションモードを終了します。

• no：コマンドを無効にするか、そのデフォ
ルトに設定します。

• permit：一致するアドレスが許可されます。

• range：設定に範囲を追加します。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Device(config-igmp-profile)#

ステップ 5   

exit
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定して、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 6   

gigabitethernet 1/0/1

IGMPフィルタプロファイル番号を指定します。ip igmp filter filter_number

例：

Device(config-if)# ip igmp

ステップ 7   

IGMPフィルタプロファイルの適用の詳細につい
ては、IGMPプロファイルの適用, （33ページ）
を参照してください。

filter 10

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 8   

入力を確認します。show ip igmp interface
[interface-id]

ステップ 9   

例：

Device# show ip igmp
interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 10   

startup-config

IGMP バージョンの変更
スイッチでは、IGMPクエリータイムアウトや最大クエリー応答時間などの機能を使用できる
IGMPバージョン 2がデフォルトで使用されます。

サブネット上のすべてのシステムで、同じバージョンをサポートする必要があります。スイッチ

は自動的にバージョン 1のシステムを検出せず、バージョン 1へのスイッチングも行いません。
バージョン 2のルータまたはスイッチは、常に IGMPv1ホストと正しく連動しているため、バー
ジョン 1とバージョン 2のホストはサブネット上で混在できます。
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使用しているホストでバージョン 2がサポートされていない場合は、スイッチをバージョン 1に
設定してください。

この手順は任意です。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet 1/0/1

スイッチで使用する IGMPバージョンを指定し
ます。

バージョン 1に変更すると、 ip igmp
query-intervalまたは ip igmp
query-max-response-timeインターフェ
イスコンフィギュレーションコマン

ドを設定できません。

（注）

デフォルトの設定に戻すには、 no ip igmp
versionインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用します。

ip igmp version {1 | 2 | 3 }

例：

Device(config-if)# ip igmp
version 2

ステップ 4   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show ip igmp interface
[interface-id]

ステップ 6   

例：

Device# show ip igmp interface
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

IGMP ホストクエリーメッセージインターバルの変更
デバイスは、IGMPホストクエリーメッセージを定期的に送信し、接続されたネットワーク上に
あるマルチキャストグループを検出します。これらのメッセージは、TTLが 1の全ホストマルチ
キャストグループ（224.0.0.1）に送信されます。デバイスはホストクエリーメッセージを送信
し、ネットワーク上に存在するメンバーシップに関する情報をリフレッシュします。クエリーを

いくつか実行したあとで、マルチキャストグループのメンバーであるローカルホストが存在しな

いことをソフトウェアが検出した場合、そのグループのリモート送信元からローカルネットワー

クへのマルチキャストパケット転送が停止され、プルーニングメッセージが送信元のアップスト

リーム方向へ送信されます。

デバイスは LAN（サブネット）用の PIM DRを選択します。DRは、LAN上のすべてのホストに
IGMPホストクエリーメッセージを送信します。SMの場合、DRは PIM登録メッセージおよび
PIM Joinメッセージも RPルータに向けて送信します。IGMPv2では、DRは IPアドレスが最大で
ある、ルータまたはマルチレイヤデバイスです。IGMPv1では、DRは LAN上で動作するマルチ
キャストルーティングプロトコルに従って選択されます。

この手順は任意です。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを
入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

マルチキャストルーティングをイネーブルにするレイヤ

3インターフェイスを指定し、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

次のいずれかのインターフェイスを指定する必要があり

ます。gigabitethernet 1/0/1

•ルーテッドポート：レイヤ 3ポートとして no
switchportインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して設定された物理ポートです。

また、インターフェイスの IP PIMスパース -デンス
モードをイネーブルにして、静的に接続されたメン

バーとしてインターフェイスを IGMPスタティック
グループに加入させる必要があります。

• SVI：interface vlan vlan-idグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して作成された VLAN
インターフェイスです。

また、VLAN上で IP PIMスパース -デンスモード
をイネーブルにして、静的に接続されたメンバーと

して VLANを IGMPスタティックグループに加入
させ、VLAN、IGMPスタティックグループ、およ
び物理インターフェイスで IGMPスヌーピングをイ
ネーブルにする必要があります。

これらのインターフェイスには、IPアドレスを割り当て
る必要があります。

DRが IGMPホストクエリーメッセージを送信する頻度
を設定します。

ip igmp query-interval
seconds

例：

Device(config-if)# ip

ステップ 4   

デフォルトでは、DRは IGMPホストクエリーメッセー
ジを60秒ごとに送信し、ホストおよびネットワークでの
IGMPオーバーヘッドを抑制します。

igmp
query-interval 75 指定できる範囲は 1～ 65535です。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show ip igmp interface
[interface-id]

ステップ 6   

例：

Device# show ip igmp
interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存

します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   

running-config
startup-config

IGMPv2 の IGMP クエリータイムアウトの変更
IGMPv2を使用している場合、デバイスがインターフェイスのクエリアとして引き継ぐまでの時
間を指定できます。デフォルトでは、デバイスは ip igmp query-intervalインターフェイスコン
フィギュレーションコマンドによって制御されるクエリーインターバルの 2倍の時間だけ待機し
ます。この時間を経過しても、デバイスがクエリーを受信しない場合は、スイッチがクエリアに

なります。

この手順は任意です。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワード
を入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

マルチキャストルーティングをイネーブルにするレイ

ヤ 3インターフェイスを指定し、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

次のいずれかのインターフェイスを指定する必要があり

ます。gigabitethernet 1/0/1

•ルーテッドポート：レイヤ 3ポートとして no
switchportインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して設定された物理ポートです。

また、インターフェイスの IP PIMスパース -デン
スモードをイネーブルにして、静的に接続された

メンバーとしてインターフェイスを IGMPスタ
ティックグループに加入させる必要があります。

• SVI：interface vlan vlan-idグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して作成された VLAN
インターフェイスです。

また、VLAN上で IP PIMスパース -デンスモード
をイネーブルにして、静的に接続されたメンバー

として VLANを IGMPスタティックグループに加
入させ、VLAN、IGMPスタティックグループ、お
よび物理インターフェイスで IGMPスヌーピング
をイネーブルにする必要があります。

これらのインターフェイスには、IPアドレスを割り当
てる必要があります。

IGMPクエリータイムアウトを指定します。ip igmp querier-timeout
seconds

ステップ 4   

デフォルトは 60秒です（クエリーインターバルの 2
倍）。指定できる範囲は 60～ 300です。

例：

Device(config-if)# ip
igmp
querier-timeout 120
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show ip igmp interface
[interface-id]

ステップ 6   

例：

Device# show ip igmp
interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保

存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   

running-config
startup-config

IGMPv2 の最大クエリー応答時間の変更
IGMPv2を使用している場合は、IGMPクエリーでアドバタイズされる最大クエリー応答時間を変
更できます。デバイスは最大クエリー応答時間を使用し、LAN上に直接接続されたグループメン
バが存在しないことを短時間で検出します。値を小さくすると、デバイスによるグループのプルー

ニング速度が向上します。

この手順は任意です。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワード
を入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

マルチキャストルーティングをイネーブルにするレイ

ヤ 3インターフェイスを指定し、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

次のいずれかのインターフェイスを指定する必要があ

ります。gigabitethernet 1/0/1

•ルーテッドポート：レイヤ 3ポートとして no
switchportインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して設定された物理ポートで

す。

また、インターフェイスの IP PIMスパース -デン
スモードをイネーブルにして、静的に接続された

メンバーとしてインターフェイスを IGMPスタ
ティックグループに加入させる必要があります。

• SVI：interface vlan vlan-idグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して作成された VLAN
インターフェイスです。

また、VLAN上で IP PIMスパース -デンスモード
をイネーブルにして、静的に接続されたメンバー

としてVLANを IGMPスタティックグループに加
入させ、VLAN、IGMPスタティックグループ、
および物理インターフェイスで IGMPスヌーピン
グをイネーブルにする必要があります。

これらのインターフェイスには、IPアドレスを割り当
てる必要があります。

IGMPクエリーでアドバタイズされる最大クエリー応答
時間を変更します。

ip igmp
query-max-response-time
seconds

ステップ 4   

デフォルトは 10秒です。指定できる範囲は 1～ 25秒
です。例：

Device(config-if)# ip igmp

query-max-response-time
15
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show ip igmp interface
[interface-id]

ステップ 6   

例：

Device# show ip igmp
interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保

存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   

running-config
startup-config

静的に接続されたメンバとしてのデバイスの設定

ネットワークセグメント上にグループメンバが存在しなかったり、ホストで IGMPを使用してグ
ループメンバーシップを報告できないことがあります。しかし、そのネットワークセグメントに

対して、マルチキャストトラフィックの送信が必要な場合もあります。マルチキャストトラフィッ

クをネットワークセグメントに送り込むには、次のコマンドを使用します。

• ip igmp join-group：デバイスはマルチキャストパケットの転送だけでなく、マルチキャス
トパケットを受け入れます。マルチキャストパケットを受信すると、デバイスは高速スイッ

チングを実行できません。

• ip igmp static-group：デバイスは、パケットを転送するだけで、パケット自体は受け入れま
せん。この方法を使用すると、高速スイッチングが可能です。発信インターフェイスが IGMP
キャッシュに格納されますが、マルチキャストルートエントリに「L」（ローカル）フラグ
が付かないことからも明らかなように、デバイス自体はメンバではありません。

この手順は任意です。

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュ
レーションガイド

28

IGMP の設定
静的に接続されたメンバとしてのデバイスの設定



手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワード
を入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

マルチキャストルーティングをイネーブルにするレイ

ヤ 3インターフェイスを指定し、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

次のいずれかのインターフェイスを指定する必要があ

ります。gigabitethernet 1/0/1

•ルーテッドポート：レイヤ 3ポートとして no
switchportインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して設定された物理ポートで

す。

また、インターフェイスの IP PIMスパース -デン
スモードをイネーブルにして、静的に接続された

メンバーとしてインターフェイスを IGMPスタ
ティックグループに加入させる必要があります。

• SVI：interfacevlan vlan-idグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して作成されたVLAN
インターフェイスです。

また、VLAN上で IP PIMスパース -デンスモード
をイネーブルにして、静的に接続されたメンバー

としてVLANを IGMPスタティックグループに加
入させ、VLAN、IGMPスタティックグループ、
および物理インターフェイスで IGMPスヌーピン
グをイネーブルにする必要があります。

これらのインターフェイスには、IPアドレスを割り当
てる必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

デバイスを静的に接続されたグループのメンバとして

設定します。

ip igmp static-group
group-address

例：

Device(config-if)# ip igmp

ステップ 4   

デフォルトでは、この機能はディセーブルになってい

ます。

static-group
239.100.100.101

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show ip igmp interface
[interface-id]

ステップ 6   

例：

Device# show ip igmp
interface
gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保

存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   

running-config
startup-config

IGMP プロファイルの設定
IGMPプロファイルを作成するには、次の手順を実行します。

このタスクはオプションです。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワード
を入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するプロファイルに番号を割り当て、IGMPプロ
ファイルコンフィギュレーションモードを開始しま

ip igmp profile profile number

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 3   

す。指定できるプロファイル番号の範囲は 1～
4294967295です。IGMPプロファイルコンフィギュ
レーションモードでは、次のコマンドを使用するこ

とでプロファイルを作成できます。

profile 3

• deny：一致するアドレスを拒否します。デフォ
ルトで設定されています。

• exit：IGMPプロファイルコンフィギュレーショ
ンモードを終了します。

• no：コマンドを否定するか、または設定をデフォ
ルトに戻します。

• permit：一致するアドレスを許可するように指定
します。

• range：プロファイルの IPアドレスの範囲を指定
します。単一の IPアドレス、または開始アドレ
スと終了アドレスで指定された IPアドレス範囲
を入力できます。

デフォルトでは、デバイスには IGMPプロファイルが
設定されていません。

プロファイルを削除するには、no ip igmp
profile profile numberグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）IPマルチキャストアドレスへのアクセスを
許可または拒否するアクションを設定します。アク

permit | deny

例：

Device(config-igmp-profile)#

ステップ 4   

ションを設定しないと、プロファイルのデフォルト設

定はアクセス拒否になります。
permit

アクセスを制御する IPマルチキャストアドレスまた
は IPマルチキャストアドレスの範囲を入力します。

range ip multicast address

例：

Device(config-igmp-profile)#

ステップ 5   

範囲を入力する場合は、IPマルチキャストアドレス
の下限値、スペースを 1つ、IPマルチキャストアド
レスの上限値を入力します。range 229.9.9.0

rangeコマンドを複数回入力すると、複数のアドレス
またはアドレス範囲を入力できます。

IPマルチキャストアドレスまたは IPマル
チキャストアドレス範囲を削除するには、

no range ip multicast address IGMPプロファ
イルコンフィギュレーションコマンドを使

用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 6   

プロファイルの設定を確認します。show ip igmp profile profile
number

ステップ 7   

例：

Device# show ip igmp profile
3

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show running-config

ステップ 8   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

startup-config

IGMP プロファイルの適用
IGMPプロファイルで定義されているとおりにアクセスを制御するには、プロファイルを該当す
るインターフェイスに適用する必要があります。IGMPプロファイルを適用できるのは、レイヤ
2アクセスポートだけです。ルーテッドポートや SVIには適用できません。EtherChannelポート
グループに所属するポートに、プロファイルを適用することはできません。1つのプロファイル
を複数のインターフェイスに適用できますが、1つのインターフェイスに適用できるプロファイ
ルは 1つだけです。

スイッチポートに IGMPプロファイルを適用するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

物理インターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始しま

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

す。インターフェイスは、EtherChannelポート
グループに所属していないレイヤ 2ポートでな
ければなりません。gigabitethernet1/0/1

インターフェイスに指定された IGMPプロファ
イルを適用します。指定できる範囲は 1～
4294967295です。

ip igmp filter profile number

例：

Device(config-if)# ip igmp

ステップ 4   

インターフェイスからプロファイルを

削除するには、no ip igmp filter profile
numberインターフェイスコンフィギュ
レーションコマンドを使用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

filter 321

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show running-config

ステップ 6   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

IGMP グループの最大数の設定
レイヤ 2インターフェイスが加入できる IGMPグループの最大数を設定するには、次の手順を実
行します。

はじめる前に

この制限が適用されるのはレイヤ 2ポートだけです。ルーテッドポートや SVIには IGMPグルー
プの最大数を設定できません。このコマンドは、論理 EtherChannelインターフェイスでも使用で
きますが、EtherChannelポートグループに属するポートでは使用できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定して、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモード

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

を開始します。インターフェイスは、

EtherChannelポートグループに所属しないレ
イヤ 2ポート、または EtherChannelインター
フェイスのいずれかにできます。

gigabitethernet1/0/2

インターフェイスが加入できる IGMPグルー
プの最大数を設定します。指定できる範囲は

ip igmp max-groups number

例：

Device(config-if)# ip igmp

ステップ 4   

0～ 4294967294です。デフォルトでは最大数
は設定されません。

max-groups 20

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show running-config interface
interface-id

ステップ 6   

例：

Device# show running-config
interface gigabitethernet1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config
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IGMP スロットリングアクションの設定
レイヤ 2インターフェイスが加入できる IGMPグループの最大数を設定した後、受信した IGMP
レポートの新しいグループで、既存のグループを上書きするようにインターフェイスを設定でき

ます。

転送テーブルに最大数のエントリが登録されているときにスロットリングアクションを設定する

には、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを
入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

設定する物理インターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。イン

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

ターフェイスは、EtherChannelポートグループに所属し
ないレイヤ 2ポート、または EtherChannelインターフェ
イスのいずれかにできます。トランクポートをインター

フェイスにすることはできません。

gigabitethernet 1/0/1

インターフェイスが IGMPレポートを受信したときに、
転送テーブルに最大数のエントリが登録されている場合

ip igmp max-groups action
{deny | replace}

例：

Device(config-if)# ip

ステップ 4   

は、次のいずれかのアクションをインターフェイスに指

定します。

• deny：レポートを破棄します。このスロットリング
アクションを設定すると、すでに転送テーブルに登

igmp max-groups action
replace

録されていたエントリは、削除されることはありま

せんが期限切れになります。エントリが期限切れに

なり、最大数のエントリが転送テーブルに登録され

ていると、デバイスは、インターフェイスで受信し

た次の IGMPレポートを廃棄します。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

• replace：既存のグループを、IGMPレポートを受信
した新しいグループで上書きします。このスロット

リングアクションを設定すると、すでに転送テーブ

ルに登録されていたエントリは削除されます。転送

テーブルのエントリが最大数まで達したら、デバイ

スはランダムに選択したエントリを受信した IGMP
レポートで上書きします。

デバイスが転送テーブルのエントリを削除しないように

するには、インターフェイスにより転送テーブルにエン

トリが追加される前に、IGMPスロットリングアクショ
ンを設定します。

レポートの廃棄というデフォルトのアクション

に戻すには、no ip igmp max-groups actionイン
ターフェイスコンフィギュレーションコマン

ドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show running-config
interface interface-id

ステップ 6   

例：

Device# show
running-config interface
gigabitethernet1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存

します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   

running-config
startup-config

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュレー
ションガイド

37

IGMP の設定
IGMP スロットリングアクションの設定



直接接続の IGMP ホストがない場合にマルチキャストトラフィックが
転送されるようにデバイスを設定する方法

直接接続された IGMPホストがない場合に、マルチキャストトラフィックを転送するようにデバ
イスを設定するには、次のオプション作業を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet 1

ステップ 3   

• type引数および number引数に、ホストに接
続されているインターフェイスを指定しま

す。

最初の例では、指定したグループに加入するデバ

イスのインターフェイスを設定する例を示します。

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• ipigmpjoin-group
group-address •この方法では、デバイスは、マルチキャスト

パケットの転送に加えて、マルチキャストパ• ipigmpstatic-group {* |
group-address [source
source-address]}

ケットを受信します。マルチキャストパケッ

トを受信する場合は、高速スイッチングを実

行できません。

例：

Device(config-if)# ip igmp
join-group 225.2.2.2

2番目の例では、インターフェイスでスタティッ
クグループメンバーシップエントリを設定する

例を示します。

例：

Device(config-if)# ip igmp
static-group 225.2.2.2

•この方法の場合、デバイスはパケットそのも
のを受信せず、転送だけを実行します。した

がって、この方法では、高速スイッチングを

実行できます。発信インターフェイスがIGMP
キャッシュに格納されますが、マルチキャス
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目的コマンドまたはアクション

トルートエントリに「L」（ローカル）フラ
グが付かないことからも明らかなように、デ

バイス自体はメンバではありません。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）インターフェイスに関するマルチキャス

ト関連情報を表示します。

showipigmpinterface
[interface-type interface-number]

例：

Device# show ip igmp interface

ステップ 6   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show running-config

ステップ 8   

IGMP 拡張アクセスリストを使用して SSM ネットワークへのアクセス
を制御する方法

ソースアドレス、グループアドレス、またはその両方に基づいて SSMトラフィックをフィルタ
する IGMP拡張アクセスリストを使用して SSMネットワークへのアクセスを制御するには、次
のオプション作業を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPマルチキャストルーティングをイネーブルに
します。

ipmulticast-routing [distributed]

例：

Device(config)# ip
multicast-routing distributed

ステップ 3   

• distributedキーワードは、IPv4マルチキャ
ストの場合に必要です。

SSMサービスを設定します。ippimssm {default | range
access-list}

ステップ 4   

• defaultキーワードは SSM範囲のアクセス
リストを 232/8と定義します。例：

Device(config)# ip pim ssm
default

• rangeキーワードは標準の IPアクセスリス
ト番号または SSM範囲を定義する名前を
指定します。

名前付き拡張 IPアクセスリストを指定します。ipaccess-listextended
access-list-name

ステップ 5   

例：

Device(config)# ip access-list
extended mygroup

（任意）IGMPレポートから指定したソースア
ドレスまたはグループアドレスをフィルタリン

denyigmp source source-wildcard
destination destination-wildcard
[igmp-type] [precedence precedence]

ステップ 6   

グすることで、サブネットのホストをメンバー

シップから (S, G)チャネルに制限します。[tos tos] [log] [time-range
time-range-name] [fragments]

例：

Device(config-ext-nacl)# deny
igmp host 10.1.2.3 any

•サブネットメンバーシップから他の (S, G)
チャネルにホストを制限するには、この手

順を繰り返します。（特に許可されない

ソースまたはグループは拒否されるため、

これらのソースは後続のpermitステートメ
ントより限定的になります）。
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目的コマンドまたはアクション

•アクセスリストは、暗黙の denyステート
メントで終了することに注意してくださ

い。

•次に、ソース 10.1.2.3に対してすべてのグ
ループをフィルタリングして、効果的に

ソースを拒否するdenyステートメントを作
成する例を示します。

IGMPレポートのソースアドレスまたはグルー
プアドレスが IPアクセスリストを渡すことが
できます。

permitigmp source source-wildcard
destination destination-wildcard
[igmp-type] [precedence precedence]
[tos tos] [log] [time-range
time-range-name] [fragments]

ステップ 7   

•アクセスリストには少なくとも 1つの
permitステートメントが必要です。

例：

Device(config-ext-nacl)# permit
igmp any any

•他のソースが IPアクセスリストを渡せる
ようにする場合は、この手順を繰り返しま

す。

•この例では、前の denyステートメントに
よって拒否されていないソースおよびグ

ループに対するメンバーシップを許可する

方法を示します。

現在のコンフィギュレーションセッションを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Device(config-ext-nacl)# exit

ステップ 8   

IGMPv3をイネーブルにできるホストに接続さ
れているインターフェイスを選択します。

interface type number

例：

Device(config)# interface
ethernet 0

ステップ 9   

IGMPレポートに指定されたアクセスリストが
適用されます。

ipigmpaccess-group access-list

例：

Device(config-if)# ip igmp
access-group mygroup

ステップ 10   

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュレー
ションガイド

41

IGMP の設定
IGMP 拡張アクセスリストを使用して SSM ネットワークへのアクセスを制御する方法



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスで PIM-SMをイネーブルにし
ます。

ippimsparse-mode

例：

Device(config-if)# ip pim
sparse-mode

ステップ 11   

スパースモードを使用する必要があり

ます。

（注）

--SSMチャネルメンバーシップの
アクセスコントロールを必要とす

ステップ 12   

るすべてのインターフェイスでス

テップ 1～ 11を繰り返します。

このインターフェイス上で IGMPv3をイネーブ
ルにします。デフォルトの IGMPバージョンは

ipigmpversion3

例：

Device(config-if)# ip igmp
version 3

ステップ 13   

IGMPバージョン 2です。SSMにはバージョン
3が必要です。

--ホスト方向のインターフェイスす

べてでステップ 13を繰り返しま
す。

ステップ 14   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 15   

IGMP スヌーピングを設定する方法

IGMP スヌーピングのイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

ディセーブルにした後で、IGMPスヌーピング
をグローバルにイネーブルにします。

ip igmp snooping

例：
Device(config)# ip igmp
snooping

ステップ 3   

（任意）ブリッジドメインコンフィギュレー

ションモードを開始します。

bridge-domain bridge-id

例：
Device(config)# bridge-domain
100

ステップ 4   

（任意）設定されたブリッジドメインイン

ターフェイス上で IGMPスヌーピングをイネー
ブルにします。

ip igmp snooping

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp
snooping

ステップ 5   

•指定されたブリッジドメインで IGMPス
ヌーピングが明示的にディセーブルにさ

れた場合にだけ必要です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-bdomain)# end

ステップ 6   

VLAN インターフェイスでの IGMP スヌーピングのイネーブル化またはディセーブル
化

VLANインターフェイス上で IGMPスヌーピングを有効にするには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

VLANインターフェイス上で IGMPスヌーピングを
イネーブルにします。指定できる VLAN IDの範囲
は 1～ 1001および 1006～ 4094です。

ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 3   

VLANスヌーピングをイネーブルにするには、IGMP
スヌーピングをグローバルにイネーブルに設定して

おく必要があります。

snooping vlan 7

特定のVLANインターフェイス上で IGMP
スヌーピングをディセーブルにするには、

no ip igmp snooping vlan vlan-idグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドを、

指定したVLAN番号に対して使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 5   

startup-config

スヌーピング方法の設定

マルチキャスト対応のルータポートは、レイヤ 2マルチキャストエントリごとに転送テーブルに
追加されます。デバイスは、次のいずれかの方法でポートを学習します。

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュ
レーションガイド

44

IGMP の設定
IGMP スヌーピングを設定する方法



• IGMPクエリ、Protocol-Independent Multicast（PIM）パケット、のスヌーピング

• ip igmp snooping mrouterグローバルコンフィギュレーションコマンドによるマルチキャス
トルータポートへの静的な接続

VLANインターフェイスがマルチキャストルータにアクセスする方法を変更するには、特権EXEC
モードで次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

VLAN上で IGMPスヌーピングをイネー
ブルにします。指定できる VLAN IDの

ip igmp snooping vlan vlan-id
mrouterinterface {GigabitEthernet |
Port-Channel | TenGigabitEthernet}

ステップ 3   

範囲は 1～ 1001および 1006～ 4094で
す。

例：

Device(config)# ip igmp snooping
vlan 1 mrouter interface
GigabitEthernet1/0/3

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

設定を確認します。show ip igmp snooping

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

startup-config

マルチキャストルータポートの設定

デバイスにマルチキャストルータポートを追加する（マルチキャストルータへのスタティック

接続をイネーブルにする）には、次の手順を実行します。

マルチキャストルータへのスタティック接続は、デバイスポートに限りサポートされます。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

マルチキャストルータの VLAN IDおよびマルチ
キャストルータに対するインターフェイスを指

定します。

ip igmp snooping vlan
vlan-idmrouter interface
interface-id

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 3   

•指定できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001お
よび 1006～ 4094です。

snooping vlan 5 mrouter •このインターフェイスには物理インターフェ
イスまたはポートチャネルを指定できます。

ポートチャネル範囲は 1～ 128です。

interface gigabitethernet1/0/1

VLANからマルチキャストルータポー
トを削除するには、no ip igmp snooping
vlanvlan-idmrouter interface interface-id
グローバルコンフィギュレーションコ

マンドを使用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

VLANインターフェイス上で IGMPスヌーピング
がイネーブルになっていることを確認します。

show ip igmp snooping mrouter
[vlan vlan-id]

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 5   

mrouter vlan 5

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

グループに加入するホストの静的な設定

ホストまたはレイヤ 2ポートは通常、マルチキャストグループに動的に加入しますが、インター
フェイス上にホストを静的に設定することもできます。

マルチキャストグループのメンバーとしてレイヤ 2ポートを追加するには、次の手順を実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストグループのメンバとしてレイヤ 2
ポートを静的に設定します。

ip igmp snooping vlan
vlan-idstatic ip_addressinterface
interface-id

ステップ 3   

• vlan-idは、マルチキャストグループのVLAN
IDです。指定できる範囲は 1～ 1001または
1006～ 4094です。

例：

Device(config)# ip igmp
snooping vlan 105 static • ip-addressは、グループの IPアドレスです。230.0.0.1 interface
gigabitethernet1/0/1 • interface-idは、メンバポートです。物理イ

ンターフェイスまたはポートチャネル（1～
128）に設定できます。

マルチキャストグループからレイヤ 2
ポートを削除するには、no ip igmp
snooping vlan vlan-idstatic
mac-addressinterface interface-idグロー
バルコンフィギュレーションコマンド

を使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

メンバポートおよび IPアドレスを確認します。show ip igmp snooping groups

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 5   

groups

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config
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IGMP 即時脱退のイネーブル化
IGMP即時脱退をイネーブルに設定すると、デバイスはポート上で IGMPバージョン 2の Leave
メッセージを検出した場合、ただちにそのポートを削除します。即時脱退機能は、VLANの各ポー
トにレシーバが 1つ存在する場合にだけ使用してください。

即時脱退機能をサポートするのは、IGMPバージョン2が稼働しているホストだけです。IGMP
バージョン 2はデバイスのデフォルトバージョンです。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

VLANインターフェイス上で、IGMP即時脱退
をイネーブルにします。

ip igmp snooping vlan
vlan-idimmediate-leave

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 3   

VLAN上で IGMP即時脱退をディ
セーブルにするには、 no ip igmp
snooping vlan vlan-idimmediate-leave
グローバルコンフィギュレーション

コマンドを使用します。

（注）

snooping vlan 21
immediate-leave

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

VLANインターフェイス上で即時脱退がイネー
ブルになっていることを確認します。

show ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 5   

vlan 21
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 6   

IGMP 脱退タイマーの設定
脱退時間はグローバルまたは VLAN単位で設定できます。IGMP脱退タイマーの設定をイネーブ
ルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IGMP脱退タイマーをグローバルに設定します。
指定できる範囲は 100～ 32767ミリ秒です。

ip igmp snooping
last-member-query-interval time

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 3   

デフォルトの脱退時間は 1000ミリ秒です。

IGMP脱退タイマーをグローバルにリ
セットしてデフォルト設定に戻すには、
no ip igmp snooping
last-member-query-interval グローバル
コンフィギュレーションコマンドを使

用します。

（注）

snooping
last-member-query-interval 1000

（任意）VLANインターフェイス上で IGMP脱退
時間を設定します。有効値は 100～ 32767ミリ秒
です。

ip igmp snooping vlan
vlan-idlast-member-query-interval
time

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 4   

VLAN上に脱退時間を設定すると、グ
ローバルに設定された内容は上書きさ

れます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

特定の VLANから IGMP脱退タイマー
の設定を削除するには、no ip igmp
snooping vlan
vlan-idlast-member-query-intervalグロー
バルコンフィギュレーションコマンド

を使用します。

（注）snooping vlan 210
last-member-query-interval 1000

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

（任意）設定された IGMP脱退時間を表示しま
す。

show ip igmp snooping

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 6   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

IGMP 堅牢性変数の設定
デバイスで IGMP堅牢性変数を設定するには、次の手順を使用します。

堅牢性変数は、IGMPメッセージの計算時に IGMPスヌーピングで使用される整数です。堅牢性
変数により、想定されるパケット損失を考慮した微調整を実施できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IGMP堅牢性変数を設定します。範囲は、1～
3回です。

ip igmp snooping
robustness-variable count

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 3   

堅牢性変数の推奨値は 2です。IGMPスヌーピ
ングの堅牢性変数の値をデフォルトの2から指
定した値に変更するには、このコマンドを使用

します。robustness-variable 3

（任意）VLANインターフェイス上で IGMP堅
牢性変数を設定します。範囲は、1～ 3回で
す。堅牢性変数の推奨値は 2です。

ip igmp snooping vlan
vlan-idrobustness-variable count

例：

Device(config)#ip igmp snooping

ステップ 4   

VLANで堅牢性変数カウントを設定
すると、グローバルに設定された値

が上書きされます。

（注）

vlan 100 robustness-variable 3

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

（任意）設定された IGMP堅牢性変数カウント
を表示します。

show ip igmp snooping

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 6   

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config
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IGMP 最終メンバークエリ回数の設定
グループ固有またはグループソース固有の leaveメッセージの受信に応答して、IGMPグループ固
有またはグループソース固有の（IGMPバージョン 3で）クエリメッセージをデバイスが送信
する回数を設定するには、次のコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IGMP最終メンバークエリ回数を設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 7です。デフォル
ト値は 2メッセージです。

ip igmp snooping
last-member-query-count count

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 3   

last-member-query-count 3

（任意）VLANインターフェイス上で IGMP
最終メンバークエリ回数を設定します。指定

できる範囲は 1～ 7です。

ip igmp snooping vlan vlan-id
last-member-query-count count

例：

Device(config)#ip igmp snooping

ステップ 4   

VLANで最終メンバークエリ回数
を設定すると、グローバルに設定

されたタイマーが上書きされます。

（注）

vlan 100 last-member-query-count
3

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

（任意）設定された IGMP最終メンバークエ
リ回数を表示します。

show ip igmp snooping

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

TCN 関連コマンドの設定

TCN イベント後のマルチキャストフラッディング時間の制御

トポロジ変更通知（TCN）イベント後にフラッディングするマルチキャストデータのトラフィッ
クに対し、一般クエリー数を設定できます。TCNフラッドクエリカウントを 1に設定した場合
は、1つの一般クエリーを受信した後にフラッディングが停止します。カウントを 7に設定した
場合、一般クエリーを 7つ受信するまでフラッディングが続きます。グループは、TCNイベント
中に受信した一般的クエリーに基づいて学習されます。

クライアントロケーションが変更され、ブロックされていた後に現在は転送中の受信者が同じ

ポートに存在する場合や、ポートが脱退メッセージを送信せずにダウンした場合などにTCNイベ
ントが発生します。

TCNフラッドクエリーカウントを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

マルチキャストトラフィックがフラッディング

する IGMPの一般クエリー数を指定します。
ip igmp snooping tcn flood query
count count

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 3   

指定できる範囲は 1～ 10です。デフォルトの
フラッディングクエリーカウントは 2です。
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトのフラッディングクエリー

カウントに戻すには、no ip igmp
snooping tcn flood query countグロー
バルコンフィギュレーションコマン

ドを使用します。

（注）snooping tcn flood query count
3

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

TCNの設定を確認します。show ip igmp snooping

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

フラッディングモードからの回復

トポロジの変更が発生した場合、スパニングツリーのルートは特別な IGMPLeaveメッセージ（グ
ローバルLeaveメッセージ）をグループマルチキャストアドレス0.0.0.0.に送信します。ただし、
スパニングツリーのルートであるかどうかにかかわらず、グローバルな Leaveメッセージを送信
するようにデバイスを設定できます。ルータはこの特別な Leaveメッセージを受信した場合、即
座に一般クエリーを送信して、TCN中のフラッディングモードからできるだけ早く回復するよう
にします。デバイスがスパニングツリーのルートであれば、このコンフィギュレーションに関係

なく、Leaveメッセージが常に送信されます。

Leaveメッセージを送信できるようにするには、次の手順を実行します。

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュレー
ションガイド

55

IGMP の設定
IGMP スヌーピングを設定する方法



手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

TCNイベント中に発生したフラッドモードから
回復するプロセスの速度を上げるために、IGMP

ip igmp snooping tcn query solicit

例：

Device(config)# ip igmp

ステップ 3   

Leaveメッセージ（グローバル脱退）を送信しま
す。デフォルトでは、クエリー送信要求はディ

セーブルに設定されています。snooping tcn query solicit

デフォルトのクエリー送信要求に戻す

には、 no ip igmp snooping tcn query
solicitグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

TCNの設定を確認します。show ip igmp snooping

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config
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TCN イベント中のマルチキャストフラッディングのディセーブル化

デバイスはTCNを受信すると、一般クエリーを 2つ受信するまで、すべてのポートに対してマル
チキャストトラフィックをフラッディングします。異なるマルチキャストグループのホストに接

続しているポートが複数ある場合、リンク範囲を超えてデバイスによるフラッディングが行われ、

パケット損失が発生する可能性があります。TCN フラッディングを制御するには、次の手順を実
行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定して、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet 1/0/1

スパニングツリーの TCNイベント中に発生する
マルチキャストトラフィックのフラッディング

をディセーブルにします。

no ip igmp snooping tcn flood

例：

Device(config-if)# no ip igmp

ステップ 4   

デフォルトでは、インターフェイス上のマルチ

キャストフラッディングはイネーブルです。
snooping tcn flood

インターフェイス上でマルチキャスト

フラッディングを再度イネーブルにす

るには、 ip igmp snooping tcn floodイ
ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンコマンドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

TCNの設定を確認します。show ip igmp snooping

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 6   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

IGMP スヌーピングクエリアの設定
特定のVLANで IGMPスヌーピングクエリア機能をイネーブルにするには、次の手順を実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IGMPスヌーピングクエリアをイネーブルに
します。

ip igmp snooping querier

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 3   

querier

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュ
レーションガイド

58

IGMP の設定
IGMP スヌーピングを設定する方法



目的コマンドまたはアクション

（任意）IGMPスヌーピングクエリアの IPア
ドレスを指定します。IPアドレスを指定しな

ip igmp snooping querier address
ip_address

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 4   

い場合、クエリアは IGMPクエリアに設定さ
れたグローバル IPアドレスを使用します。

IGMPスヌーピングクエリアはデバ
イス上で IPアドレスを検出できな
い場合、IGMP一般クエリーを生成
しません。

（注）
querier address 172.16.24.1

（任意）IGMPクエリアの間隔を設定します。
指定できる範囲は 1～ 18000秒です。

ip igmp snooping querier
query-interval interval-count

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 5   

querier query-interval 30

（任意）トポロジ変更通知（TCN）クエリー
の間隔を設定します。指定できる countの範

ip igmp snooping querier tcn query
[count count | interval interval]

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 6   

囲は 1～ 10です。指定できる intervalの範囲
は 1～ 255秒です。

querier tcn query interval 20

（任意）IGMPクエリアが期限切れになる時
間を設定します。指定できる範囲は 60～ 300
秒です。

ip igmp snooping querier timer
expiry timeout

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 7   

querier timer expiry 180

（任意）クエリア機能が使用する IGMPバー
ジョン番号を選択します。選択できる番号は

1または 2です。

ip igmp snooping querier version
version

例：

Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 8   

querier version 2

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）VLANインターフェイス上で IGMP
スヌーピングクエリアがイネーブルになって

show ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

Device# show ip igmp snooping

ステップ 10   

いることを確認します。指定できるVLAN ID
の範囲は 1～ 1001および 1006～ 4094です。

vlan 30

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 11   

startup-config

IGMP レポート抑制のディセーブル化
IGMPレポート抑制をディセーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IGMPレポート抑制をディセーブルにします。IGMP
レポート抑制がディセーブルの場合、すべての

no ip igmp snooping
report-suppression

例：

Device(config)# no ip igmp

ステップ 3   

IGMPレポートがマルチキャストルータに転送さ
れます。

IGMPレポート抑制はデフォルトでイネーブルで
す。

snooping report-suppression

IGMPレポート抑制がイネーブルの場合、デバイス
はマルチキャストルータクエリーごとに IGMPレ
ポートを 1つだけ転送します。
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目的コマンドまたはアクション

IGMPレポート抑制を再びイネーブルに
するには、 ip igmp snooping
report-suppressionグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

IGMPレポート抑制がディセーブルになっているこ
とを確認します。

show ip igmp snooping

例：

Device# show ip igmp

ステップ 5   

snooping

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

IGMP のモニタリング
IPルーティングテーブル、キャッシュ、データベースの内容など、特定の統計情報を表示できま
す。

このリリースでは、ルート単位の統計情報がサポートされていません。（注）

また、リソースの使用状況を学習し、ネットワーク問題を解決するための情報を表示することも

できます。さらに、ノードの到達可能性に関する情報を表示し、そのパケットが経由するネット

ワーク内のパスを検出することもできます。

次の表に示す特権 EXECコマンドのいずれかを使用すると、さまざまなルーティング統計情報を
表示できます。
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表 7：システムおよびネットワーク統計情報を表示するコマンド

目的コマンド

デバイスに直接接続され、IGMPによって取得された
マルチキャストグループを表示します。

show ip igmp groups [type-number | detail ]

インターフェイスのマルチキャスト関連情報を表示し

ます。

show ip igmp interface [type number]

IGMPプロファイル情報を表示します。show ip igmp profile [ profile_number]

IGMP SSMマッピング情報を表示します。show ip igmp ssm-mapping [ hostname/IP
address ]

スタティックグループ情報を表示します。show ip igmp static-group {class-map [
interface [ type ] ]

選択したVPNルーティング/転送インスタンスを名前
別に表示します。

show ip igmp vrf

IGMP スヌーピング情報のモニタリング
ダイナミックに学習された、あるいはスタティックに設定されたルータポートおよびVLANイン
ターフェイスの IGMPスヌーピング情報を表示できます。また、IGMPスヌーピング用に設定さ
れた VLANの IPアドレスマルチキャストエントリを表示することもできます。

表 8：IGMP スヌーピング情報を表示するためのコマンド

目的コマンド

動作状態情報を表示します。show ip igmp snooping detail

デバイスまたは特定のパラメータに関して、マルチ

キャストテーブル情報を表示します。

• count：グループの合計数を表示します。

• vlan：VLAN IDによるグループ情報を表示しま
す。

show ip igmp snooping groups [ count |
[vlan vlan-id [A.B.C.D | count ] ]
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目的コマンド

ダイナミックに学習され、手動で設定されたマルチ

キャストルータインターフェイスの情報を表示しま

す。

IGMPスヌーピングをイネーブルにすると、
デバイスはマルチキャストルータの接続先

インターフェイスを自動的に学習します。

これらのインターフェイスは動的に学習さ

れます。

（注）

（任意）個々のVLANに関する情報を表示するには、
vlan vlan-idを入力します。

show ip igmp snooping mrouter [vlan
vlan-id]

IPアドレス、および VLANで受信した最新の IGMP
クエリメッセージの受信ポートに関する情報を表示

します。

（任意）VLANの詳細な IGMPクエリア情報を表示
するには、detailを入力します。

（任意）個々のVLANに関する情報を表示するには、
vlan vlan-idを入力します。

show ip igmp snooping querier [ detail | vlan
vlan-id]

デバイス上のすべての VLANまたは特定の VLANの
スヌーピング設定情報を表示します。

（任意）個々のVLANに関する情報を表示するには、
vlan vlan-idを入力します。指定できるVLAN IDの範
囲は 1～ 1001および 1006～ 4094です。

show ip igmp snooping [vlan vlan-id [ detail
] ]

IGMP フィルタリングおよび IGMP スロットリングの設定のモニタリン
グ

IGMPプロファイルの特性を表示したり、デバイス上のすべてのインターフェイスまたは指定さ
れたインターフェイスの IGMPプロファイルや最大グループ設定を表示したりできます。また、
デバイス上のすべてのインターフェイスまたは指定したインターフェイスに関する IGMPスロッ
トリング設定を表示することもできます。
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表 9：IGMP フィルタリングおよび IGMP スロットリング設定を表示するためのコマンド

目的コマンド

特定の IGMPプロファイルまたはデバイス
上で定義されているすべての IGMPプロ
ファイルを表示します。

show ip igmp profile [profile number]

インターフェイスが所属できる IGMPグ
ループの最大数（設定されている場合）

や、インターフェイスに適用される IGMP
プロファイルを含む、特定のインターフェ

イスまたはデバイス上のすべてのインター

フェイスの設定を表示します。

show running-config [interface interface-id]

IGMP の設定例

例：マルチキャストグループのメンバとしてのデバイスの設定

次に、マルチキャストグループ 255.2.2.2へのデバイスの加入を許可する例を示します。

Device(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Device(config-if)# ip igmp join-group 255.2.2.2
Device(config-if)#

例：マルチキャストグループへのアクセスの制御

インターフェイスで参加数を制限するには、IGMPプロファイルと関連付けるフィルタ用のポー
トを設定します。

Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp profile 10
Device(config-igmp-profile)# ?

IGMP profile configuration commands:
deny matching addresses are denied
exit Exit from igmp profile configuration mode
no Negate a command or set its defaults
permit matching addresses are permitted
range add a range to the set

Device(config-igmp-profile)# range 172.16.5.1
Device(config-igmp-profile)# exit
Device(config)#
Device(config)# interface gigabitEthernet 2/0/10
Device(config-if)# ip igmp filter 10
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例：IGMP スヌーピングの設定
次に、マルチキャストルータへの静的な接続をイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping vlan 200 mrouter interface gigabitethernet1/0/2
Device(config)# end

次に、ポート上のホストを静的に設定する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping vlan 105 static 224.2.4.12 interface gigabitethernet1/0/1
Device(config)# end

次に、VLAN 130上で IGMP即時脱退をイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping vlan 130 immediate-leave
Device(config)# end

次に、IGMPスヌーピングクエリアの送信元アドレスを 10.0.0.64に設定する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping querier 10.0.0.64
Device(config)# end

次の例では、IGMPスヌーピングクエリアの最大応答時間を 25秒に設定する方法を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping querier query-interval 25
Device(config)# end

次の例では、IGMPスヌーピングクエリアのタイムアウトを 60秒に設定する方法を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping querier timer expiry 60
Device(config)# end

次に、IGMPスヌーピングクエリア機能をバージョン 2に設定する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# no ip igmp snooping querier version 2
Device(config)# end

例：IGMP プロファイルの設定
次に、単一の IPマルチキャストアドレスへのアクセスを許可する IGMPプロファイル 4を作成し
て、設定を確認する例を示します。アクションが拒否（デフォルト）である場合は、showip igmp
profile の出力には表示されません。
Device(config)# ip igmp profile 4
Device(config-igmp-profile)# permit
Device(config-igmp-profile)# range 229.9.9.0
Device(config-igmp-profile)# end
Device# show ip igmp profile 4
IGMP Profile 4
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permit
range 229.9.9.0 229.9.9.0

例：IGMP プロファイルの適用
次に、ポートに IGMPプロファイル 4を適用する例を示します。
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# ip igmp filter 4
Device(config-if)# end

例：IGMP グループの最大数の設定
次の例では、ポートが加入できる IGMPグループ数を 25に制限する方法を示します。
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# ip igmp max-groups 25
Device(config-if)# end

例：ルーテッドポートとしてのインターフェイス設定

次に、デバイスのインターフェイスをルーテッドポートとして設定する例を示します。noswitchport
コマンドを実行する必要がある複数の IPマルチキャストルーティングの設定手順の場合に、この
設定をインターフェイスで行う必要があります。

Device configure terminal
Device(config)# interface GigabitEthernet1/0/9
Device(config-if)# description interface to be use as routed port
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# ip address 10.20.20.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip pim sparse-mode
Device(config-if)# ip igmp join-group 224.1.2.3 source 15.15.15.2
Device(config-if)# end
Device# configure terminal
Device# show run interface gigabitEthernet 1/0/9

Current configuration : 166 bytes
!
interface GigabitEthernet1/0/9
no switchport
ip address 10.20.20.1 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
ip igmp static-group 224.1.2.3 source 15.15.15.2
end

例：SVI としてのインターフェイスの設定
次に、デバイスのインターフェイスを SVIとして設定する例を示します。no switchportコマンド
を実行する必要がある複数の IPマルチキャストルーティングの設定手順の場合に、この設定をイ
ンターフェイスで行う必要があります。

Device(config)# interface vlan 150
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Device(config-if)# ip address 10.20.20.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip pim sparse-mode
Device(config-if)# ip igmp join-group 224.1.2.3 source 15.15.15.2
Device(config-if)# end
Device# configure terminal
Device(config)# ip igmp snooping vlan 20 static 224.1.2.3
interface gigabitEthernet 1/0/9
Device# show run interface vlan 150

Current configuration : 137 bytes
!
interface Vlan150
ip address 10.20.20.1 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
ip igmp static-group 224.1.2.3 source 15.15.15.2
end

例：直接接続された IGMP ホストがない場合に、マルチキャストトラ
フィックを転送するようにデバイスを設定

次に、ipigmpjoin-groupコマンドを使用して、直接接続された IGMPホストがない場合に、マル
チキャストトラフィックを転送するようデバイスを設定する例を示します。この方法では、デバ

イスは、マルチキャストパケットの転送に加えて、マルチキャストパケットを受信します。マル

チキャストパケットを受信する場合は、高速スイッチングを実行できません。

この例では、グループ 225.2.2.2に加入するように、デバイスでファストイーサネットインター
フェイス 0/0/0が設定されています。

interface FastEthernet0/0/0
ip igmp join-group 225.2.2.2

次に、 ip igmp static-groupコマンドを使用して、直接接続された IGMPホストがない場合に、マ
ルチキャストトラフィックを転送するようデバイスを設定する例を示します。この方法の場合、

デバイスはパケットそのものを受信せず、転送だけを実行します。したがって、この方法では、

高速スイッチングを実行できます。発信インターフェイスが IGMPキャッシュに格納されますが、
マルチキャストルートエントリに「L」（ローカル）フラグが付かないことからも明らかなよう
に、デバイス自体はメンバではありません。

この例では、グループ 225.2.2.2のスタティックグループメンバーシップエントリがファスト
イーサネットインターフェイス 0/1/0で設定されます。

interface FastEthernet0/1/0
ip igmp static-group 225.2.2.2

IGMP 拡張アクセスリストを使用して SSM ネットワークへのアクセス
を制御する方法

ここでは、IGMP拡張アクセスリストを使用して SSMネットワーク上でアクセスを制御する、次
の設定例について説明します。
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アクセスリストは非常に柔軟が高いことに留意してください。マルチキャストトラフィック

のフィルタリングに使用できる permitステートメントと denyステートメントの組み合わせは
多数あります。この項では、少しの例を示します。

（注）

例：グループ G のすべての状態を拒否
次に、グループ Gのすべての状態を拒否する方法の例を示します。この例では、IGMPv3レポー
トのSSMグループ232.2.2.2のすべての送信元がフィルタリングされるよう、ファストイーサネッ
トインターフェイス0/0/0が設定されます。これにより、このグループが効率的に拒否されます。

ip access-list extended test1
deny igmp any host 232.2.2.2
permit igmp any any
!
interface FastEthernet0/0/0
ip igmp access-group test1

例：ソース S のすべての状態を拒否
次に、ソース Sですべての状態を拒否する方法の例を示します。この例では、IGMPv3レポート
の送信元の10.2.1.32のグループがフィルタリングされるよう、ギガビットイーサネットインター
フェイス 1/1/0が設定されます。これにより、このソースが効果的に拒否されます。

ip access-list extended test2
deny igmp host 10.2.1.32 any
permit igmp any any
!
interface GigabitEthernet1/1/0
ip igmp access-group test2

例：グループ G のすべての状態を許可
次に、グループ Gですべての状態を許可する例を示します。この例では、IGMPv3レポートの
SSMグループ 232.1.1.10に対するすべてのソースが受け付けられるよう、ギガビットイーサネッ
トインターフェイス 1/2/0が設定されます。これにより、このグループ全体が効果的に受け付け
られます。

ip access-list extended test3
permit igmp any host 232.1.1.10
!
interface GigabitEthernet1/2/0
ip igmp access-group test3
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例：ソース S のすべての状態を許可
次に、ソース Sですべての状態を許可する例を示します。この例では、IGMPv3レポートのソー
ス 10.6.23.32に対するすべてのグループが受け付けられるよう、ギガビットイーサネットイン
ターフェイス 1/2が設定されます。これにより、このソース全体が効果的に受け付けられます。

ip access-list extended test4
permit igmp host 10.6.23.32 any
!
interface GigabitEthernet1/2/0
ip igmp access-group test4

例：グループ G のソース S をフィルタリング
次に、グループGの特定のソースSのフィルタリング例を示します。この例では、IGMPv3レポー
トの SSMグループ 232.2.30.30のソース 232.2.2.2をフィルタリングするよう、ギガビットイーサ
ネットインターフェイス 0/3/0が設定されます。

ip access-list extended test5
deny igmp host 10.4.4.4 host 232.2.30.30
permit igmp any any
!
interface GigabitEthernet0/3/0
ip igmp access-group test5

IGMP に関するその他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

標準および RFC

Title標準/RFC

『Host Extensions for IP Multicasting』RFC 1112

『Internet GroupManagement Protocol, Version 2』RFC 2236

『Internet GroupManagement Protocol, Version 3』RFC 3376

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュレー
ションガイド

69

IGMP の設定
IGMP に関するその他の関連資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

IGMP の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 10：IGMP の機能情報

機能情報リリース機能名

IGMPは、マルチキャストグループの個々のホ
ストを特定の LANにダイナミックに登録する
ために使用します。インターフェイスで PIM
をイネーブルにすると、IGMPもイネーブルに
なります。IGMPは、特別なマルチキャストク
エリアおよびホストを使用して、ネットワーク

全体でマルチキャストトラフィックのフロー

を自動的に制御および制限する手段を提供しま

す。

この機能は、次のプラットフォームに実装され

ていました。

• Cisco Catalyst 9400シリーズスイッチ

Cisco IOS XE Everest
16.6.1

IGMP
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